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② 高等教育卒としての人材 (Output)を,それら地域社会に吸収させる。即 ち, 高等教育卒


















































































2 ローカル成分とは, この分析上の枠組みによって設定された教育社会圏 (ローカル・ エリア)
における ① インプットとその母集団を指し,①この圏内へのアウトプットとそれへ の志向を持
つ母集団を指し,①この圏内に生じたサービス需要をも指す。
3 ローカル・エリアの外に,地理的距離が延びるに従って,ナショナルなエリアに変化する仮定
















































































I 鳥取大学入学者 における日―カル成分の変化 (°














題は一般論的な問題提起として,清水 (7, 8),皇(11),噛山 (12),青井 (1)のものが,わずか
にふれている程度である。新制大学のひとつのあり方の示唆として新刻 (9)のものがあり,最近の大学
長の意見調査については国立教育研究所 (6)のものがある。地方国立大学の問題を直接に論じているの
は,天野 (4, 5),杉原 (1のであり,本稿も,この示唆を多くうけている。なお,東大および岡山大
による研究 (15)が,昭和45年10月の日本教育社会学会で発表された。
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鳥 取 県 西 部 (I) (I一工)



























































































































































































エー2 結 果 の 要 約
1 鳥取大学全体の傾向
171 ロー カル化率, リー ジョナル化率はそれぞれロー カル成分のウェイト, リー ジョナル成分のウェイトを示
す。以下それぞれL率,R率とし,ナショナル成分のウェイトをN率として示す。
鳥取大学教育学部研究報告 教育科学 第15巻 第 1号
① 昭和p年度入学者までL型大学であったが,
型化への傾向を顕著に示している。 (表2,図5)







































































































































81.7 1 77.5 1 79。2
8,る 1 11.5 1  7。刊
5.9 1  5.2 1  る 5
5.5 1  5.5 1  5.2
0.8 1  1.4 1  4。
1.7 1  1.1 1  0。8
18.5 1 22.5 1 20.82 .  1 26.8
100,0 1100.0
(4001911)
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① なお,N成分の母集団は, 2, 5, 4のエリアにかなりの厚みを持っていることが, ここか
ら予想される。






表 7  農学部エリア別入学者                        (%)
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島 根 大 学 1滋賀 大 学 1山形 大 学












































95,7  1  7 ,7
85。2  1  74.6
82.1  1  80,
89.2  1  72 4
86.0  1  7 ,0
87.5  1  78 8
87.5  1  77.









③ 問題は,20余年の経過の中でII→OI型の大学がIn→Onの圧力の下 に入 って きた ことから起





























































































































2. 麻生  誠
5. 麻生  誠
4. 天野 郁夫
5. 天野 郁夫
7. 清水 義弘
8. 清水 義弘
9。 新堀 通也
10. 杉原 丈夫
1刊.皇 至 道
12. 蝿山 政道
刊5。 清水義弘他
